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巌谷小波と木村小舟とグリム童話
―巌谷小波編『教訓お伽噺』（明治４４年）について
西 口 拓 子＊
はじめに
博文館から１９１１（明治４４）年に刊行された『学校家庭 教訓お伽噺 西
洋之部』（以下『教訓お伽噺』と略す）には１５０の話が掲載されている。８８
番めに収録された「鵞鳥料理」という短い話がある。
むかし或る富豪が，日頃仲よくする二人の友達を招いて，御馳走をしやうとし
たことがあります。其時主人は，お抱への料理人に云ひつけて，三羽の鵞鳥を料
理させました。料理人は又，日頃の手並を見せて，お客様のお褒めに預らねばな
よ
らぬと，腕に撚りをかけて，手際のよい料理をしましたが，さて出來上つて見ま
すと，如何にもおいしさうで，咽がゴロゴロ鳴り出しました。そこで料理人は，『エ
エままよ，知れたら知れた時だ。食ってやれ食ってやれ』と，一つ残らず食べて
しまつて，何食はぬ顔をして居ました。
さて又主人は，もう今に來客がある時分だと云ふので，自分に（ママ）ナイ
フやホークを調べ，座敷の飾り付けをして，心待ちに待つて居ますと，やがて威
勢よい馬車の音が，ハタと門前に止つたかと思ふと，チリンチリンと呼鈴が鳴り
そ
出しました。此の音に驚いたのは料理人です。今お客に上られては，夫れこそ一
しか
大事なので，大急ぎで玄關へ走り出し，『ハイハイよくいらつしやいました。併し
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内の主人は……』と，ツカツカお客の側により耳うちして話すには，『イヤ實は何
あなたがた
です。内の主人は人間の耳が……牛の舌よりも旨いとかで，貴方方に鵞鳥を差し
れい つ
上げて，其お禮に耳を貰ふと云つて居ました』と，ありもせぬ嘘を吐きましたら，
御客は聞いて吃驚して，『こりや大變だ。うつかり上らうものなら片輪にされる所
けんのん
だつた。剣呑々々！』と，急いで馬車に一鞭あてて，ドンドン逃げ出してしまひ
ました。後で料理人は，顔色を變へて，主人の前へ出て，聲震はせながら，『御主
人様，只今のお客様は大變な盗賊です，玄關へ下りたら鵞鳥の香ひがすると云ふ
づつ
ので，ツカツカと料理場へやつて來まして，二人で一羽宛持ち逃げをしました』と，
又いい加減の嘘を並べました。主人は之を聞いてがつかりしましたが，もう其後
は，決して驚鳥の料理をしませんでした。（３３０－３３２頁。下線は筆者による。）１
料理人の性別は明記されていないが「食ってやれ」という言葉や，ひと
りで鵞鳥を三羽とも食べていることから，男性的な印象を受ける。この話
の挿絵（図１）には，豪快に肉を食べる男性の姿が描かれている。本稿の
第１節では，これが遡れば【賢いグレーテル】（KHM７７）２というグリム
童話であり，女

の

料理人の話であることを明らかにする。しかしながら，
先行研究では「鵞鳥料理」はグリム童話として取り上げられていない。そ
れも無理はない。【賢いグレーテル】とはかなり異なる話になっているか
らだ。
１．【賢いグレーテル】と「鵞鳥料理」
１．１．グリム童話【賢いグレーテル】（KHM７７）
グリムの原話を確認しておこう。料理人のグレーテルは，味見と称して
は，満腹になるまでつまみ食いをする。ある時，主人が客をひとり招待し，
鶏を二羽焼くように命じられる。未だ到着しない客を主人が呼びに行って
いる間，グレーテルはジョッキでワインを飲む（図２）。美味しく焼けた
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鶏を見て，「羽が焦げているから」「羽は両方ともないほうが，足りないと
思われなくて良い」などの理由をつけつつ，ワインを飲みながら，二羽と
も食べ尽くしてしまう。客が到着した時，主人は取り分け用のナイフを研
いでいる。グレーテルは，客に「主人はあなたの耳を切るつもりだ」と嘘
をつく。客は逃げる。グレーテルは，主人に「客が鶏を二羽とも持って逃
げた」と嘘を重ねる。主人は，「ひとつでいいから」と叫びながら客を追
う。自分の分の一羽だけでも返せという意味だが，客は「耳はひとつでい
いから」という意味だと思い込み，慌てて逃げる。
グリムの【賢いグレーテル】は，このような笑話である。調理するのは
「鶏」であり，招待する客も一名である。図３には耳をおさえながら逃げ
る客がひとり描かれている。料理人は女性で，ドイツの挿絵には女性が描
かれている。図２と３のウベローデ（Otto Ubbelohde１８６７－１９２２年）だ
けでなく，図４のようなリービヒ（Curt Liebich１８６８－１９３７年）の例もあ
る。それが，どのようにして前節で引用した話に姿を変えてしまったのか。
それを本稿第１節での考察で明らかにする。
『教訓お伽噺』の編者は，日本の児童文学の創始者と言われる巌谷小波
（本名 季雄１８７０－１９３３年）である。小波は『少年世界』や『幼年世界』『少
図２ ウベローデ画【賢いグレーテル】
（筆者蔵）
図１ 画家名明記なし「鵞鳥料理」
『教訓お伽噺』（国立国会図書館蔵）
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女世界』等，博文館の雑誌の主筆を兼ね，活躍した。昔話関連でも『日本
昔噺』や『世界お伽噺』など，シリーズで多数の作品を手掛けている。そ
の他，翻案作品でも知られている。『少年世界』に掲載した「小雪姫」（明
治２９年４月）は，グリム童話の【白雪姫】（KHM５３）を自由に語りなお
したものである３ 。では，「鵞鳥料理」も，巌谷小波が自由に書き換えた
ものなのだろうか。
小波の翻案作品では，「鬼車」（１８８８－８９年『我楽多文庫』）や「七羽烏」
（１８９１年『幼年雑誌』）も知られている。これらはドイツのオットーのメル
ヒェン“Der Jugend Lieblings-Märchenschatz von Franz Otto”（Leipzig und
Berlin１８８０）の翻案である４ 。小波はこれを原書で愛読していたという５ 。
図３ ウベローデ画【賢いグレーテル】（筆者蔵）
図４ リービヒ画【賢いグレーテル】（筆者蔵）
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藩医であった父親の意向で８歳の時からドイツ語を学んでいたのである。
１８８５年に独逸学協会学校に転学して以降，本格的にドイツ語の学習に取り
組んだという。１９００年から１９０２年までドイツのベルリン大学付属東洋語学
校で講師として日本語を教授した経験も持つ。滞独経験もあり，ドイツ語
を良く解したのである。
１．２．『学校家庭 教訓お伽噺 西洋之部』と『教訓お伽夜話 前編』
本稿の考察対象は『教訓お伽噺』の「西洋之部」である。その姉妹篇と
して，翌年に同じ博文館から「東洋之部」が刊行された（本稿では，「東
洋之部」所収の話を考察対象としないため，以下『教訓お伽噺』と明記し
た場合は「西洋之部」を指す）。「東洋之部」の凡例には「日本，支那，印
度」の話１００編を収めたと記されている。一方で，先行する「西洋之部」で
は，１５０話の出典は明記されていない。巻頭の「自序」に「グリンム」と
「イソップ」への言及があるが，はっきりしない。『教訓お伽噺』への言及
が，よく似た書名で１９１９年に出版された『教訓お伽夜話 前編』（博文館）
の緒言にあるので見てみよう。
曩に編纂発行したる教訓お伽噺は，意外の好評を博して，版を重ぬること五六
回，為に原型大半磨損したれば，此の度體裁を改め，面目を一新して，再び讀者
に見ゆることとなりました。イソップとグリムの物語を骨子として，其西洋の部
を編みましたが，今度改訂縮刷するに就いては，新らしく二三のものを補ひ前書
にあつた短篇を捨てて都合百篇としました。（『教訓お伽夜話 前編』「緒言」より。
下線は筆者。）
ここから，『教訓お伽夜話 前編』が『教訓お伽噺』を再編集したもの
であること，先行書『教訓お伽噺』がイソップとグリムの話を中心に編纂
したものであることが分かる。「鵞鳥料理」は，『教訓お伽夜話 前編』に
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ほぼそのままの形で転載された６。
日本におけるグリム童話の受容に関する先行研究には，「翻訳作品別目
録」や「グリム翻訳総合年表」７ 等がある。ところが，どちらにも「鵞鳥
料理」はグリム童話として取り上げられていない。『教訓お伽夜話 前編』
は「グリム翻訳総合年表」で取り上げられ，そのうち３１話がグリム童話の
翻訳としてタイトルが列挙されているが８ ，その中に「鵞鳥料理」は含ま
れない。理由は，冒頭で示した通り，話があまりにも異なっているからだ
ろう。
『教訓お伽噺』に話を戻すと，どれがグリム童話であるかさえ一切明記
されていないことが目をひく。そもそも出典・底本が示されていないのだ。
忠実な翻訳ではないために判別は困難であるが，慎重に読んでいくと，イ
ソップの話とグリム童話がランダムに配置されていることが分かる。今回
の考察により，１５０のうちの４２話が，遡るとグリム童話（うち１話は「子
どものための聖者伝」）であることが分かった（本稿１．４に掲載の対照表を
参照）。本稿ではこの４２話を考察する。
驚かざるを得ないのは，これらが英語訳からの重訳であると感じさせる
邦訳文であることだ。１９世紀のグリム童話の英語訳は，必ずしも忠実な翻
訳ではないことが多く，それが重訳された場合にも，邦訳テクストに英語
訳の特徴が残る。ドイツ語の堪能な巌谷小波が，敢えてオリジナルでない
英語訳からグリム童話を翻訳したのだろうか。
１．３．ウェーナート版の特徴との一致
前節で言及した英語訳とは，１８５３年に“Household Stories”というタイ
トルで初版が出版された有名なものである。ウェーナート（Edward Henry
Wehnert１８１３－１８６８年）が描いた挿絵が付けられている。翻訳者名が不
明なため，本稿では以下「ウェーナート版」と略記する。挿絵画家のウェ
ーナートに関しても，生没年以外の詳細は明らかでない９。
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『教訓お伽噺』の翻訳テクストには，グリムのオリジナルと異なる箇所
が少なくない。一部は邦訳の段階で変えられたとみられるが，その他にウェ
ーナート版での変更点と奇妙に一致する箇所が散見される。それらの例を
いくつか紹介する。
「雪の苺」の継母は薄い紙で作った「外套」を継子に着せて冬の森に苺
を摘みに行かせるが，グリムの【森の中の三人の小人】（KHM１３）では
紙の「服」である。「三つの難題」の聡明な童は「天にある星の数」を問
われて，紙に「針で無数の穴をあけ」て，その穴の数だけ存在すると答え
ている。グリムの【牧童】（KHM１５２）では「ペンで細かい点を打つ」と
あるのみで，穴を開けてはいない。「貧者の望み」で人間界を歩くのは「天
使」だが，グリムの【貧乏人と金持ち】では「神」である。「血瓶の室」で
は，さらわれた娘は「袋」に入れて連れ去られる（図５参照）が，グリム
の【フィッチャーの鳥】（KHM４６）では「籠」である。
これらは一部の例だが，全てがウェーナート版での変更点と一致してい
る。
１．４．和田垣・星野訳『家庭お伽噺』との一致
英語訳ウェーナート版は，好評を博し増刷を重ねたが，日本においても
初期のグリム童話翻訳の底本として用いられた。例として『小學講話材料
西洋妖怪奇談』（澁江保訳，１８９１年）や『グリム原著 家庭お伽噺』（和田
垣謙三・星野久成共訳，１９０９年，以下『家庭お伽噺』と略す）がある１０。和
図５ 「血瓶の室」画家名明記なし『教訓お伽噺』（国立国会図書館蔵）
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田垣・星野の翻訳は，「それまでの最大の訳書である橋本青雨訳『独逸童
話集』の二倍以上」１１にあたる５８話を収めており，日本におけるグリム童
話翻訳の中で重要な位置を占める。和田垣は相当のドイツ語力を備えてい
たにもかかわらず，翻訳底本には英語のウェーナート版が使われている１２。
本稿の前節で指摘したウェーナート版の特徴は，全て和田垣・星野訳『家
庭お伽噺』のテクストにもあてはまるのである１３。例えば，前節で指摘し
た「血瓶の室」で「袋」が用いられているのは，和田垣・星野訳でも同様
なのである。
では，同じウェーナート版をもとに，巌谷編でも独自に翻訳を行ったの
だろうか。具体例として「魔法の先生」（KHM６８）を見てみよう。巌谷
も和田垣・星野も，「３０ターラー」（ウェーナート版では thirty dollars）を
「三百圓」と翻訳している。これは偶然の一致かもしれない。しかしなが
ら「２００ターラー」（ウェーナート版では two hundred dollars）の翻訳が
どちらも「五千圓」となっており，２を５に変えて翻訳している点で一致
するのは不自然ではないだろうか。さらなる例を見てみよう。
グリム童話【賢いちびの仕立て屋】（KHM１１４）では，仕立て屋の男は，
王女と結婚するためには熊のもとで一晩を過ごさなくてはならない。男は
バイオリンで熊を魅了した後，万力で熊を押さえつけて無事に過ごす。ウェ
ーナート版でもここはそのまま翻訳されている。この話は巌谷編では「胡
弓の徳」というタイトルだが，胡弓を弾くと熊は踊り出し，夜通し踊って
危害を加えないため，万力で押さえつける必要がなくなっている。これも，
和田垣・星野が行った改変と一致している。和田垣・星野の翻訳は――明
治期には珍しいことではないが――一部でかなり自由に書き換えている
のだが，その変更点が巌谷小波編の『教訓お伽噺』にも良く似た形でみら
れるのだ。例えば，巌谷編の「鶏と鎌と猫」では，グリムの【三人の幸せ
者】（KHM７０）で語られる後日譚が省かれている。そこが和田垣・星野
の「三つの寶」と一致している。さらに巌谷編の「大大根」では，弟は大
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「巌谷編タイトル」
【グリム版タイトル】
巌谷小波編
１９１１年
和田垣・星野訳
１９０９年
ウェーナート版
１８５３年
グリム（第６，７
版）
「大大根」【かぶ】 大根 大根 かぶ turnip かぶ Rübe
「鴨の念仏」
【狐と鵞鳥】
鴨 鴨 鵞鳥
geese
鵞鳥
Gänse
「鶯の御殿」
【みそさざいと熊】
鶯 鶯 みそさざい
wren
みそさざい
Zaunkönig
「犬殺し」【犬と雀】 燕 燕 雀 sparrow 雀 Sperling
「白蛇の肉」
【白い蛇】
鵞鳥 （がてう） 鵝鳥（がてう） カモ，アヒル
ducks
カモ，アヒル
Enten
「生命の葉」
【三枚の蛇の葉】
女と船長は「泥
船」で海に流さ
れる。
女と船長は「泥
船」で海に流さ
れる。
女と船長は「穴
だらけの船」で
海に流される。
女と船長は「穴
だらけの船」で
海に流される。
「鵞鳥料理」
【賢いグレーテル】
富豪が，仲のよ
い友達を二名招
待する
大金持ちが極懇
意の友達を二名
招待する
主人は客を一名
招待する
主人は客を一名
招待する
鵞鳥（がてう）
を三羽調理
鵝鳥（がてう）
を三匹調理
鶏を二羽調理
two fowls
鶏を二羽調理
zwei Hühner
「麦の穂」
【麦の穂】
汚れた子を拭く
のは男性
汚れた子を拭く
のは父親
汚れた子を拭く
のは母親
汚れた子を拭く
のは母親
「犬若殿」
【三つの言葉】
主人公の男性は
犬の言葉のみを
習得
主人公の男性は
犬の言葉のみを
習得
主人公の男性は
三つの動物の言
葉を習得
主人公の男性は
三つの動物の言
葉を習得
大根を王に献上して成功し，兄のほうは失敗している。兄は最後に「赤恥
その ひきさが
かいて，其まま御殿を引退りましたが，之よりは全く心を入れ替えて，弟
とも仲よくなり，とうとう立派に出世をしました」（１８－１９頁）１４とある。
グリムの【かぶ】では，弟の成功を妬んだ兄は，殺し屋を雇い，弟を袋に
入れて木に吊るしている。上記の変更は，兄の性格にかかわる重大なもの
だが，これも和田垣・星野訳「大きな大根」で行われた変更内容とほぼ一
致している１５。「鶏と鎌と猫」のような省略の場合には，偶然の一致の可
能性も排除できないが，「大大根」のほうは，「兄」の性格の変わり方も一
致しており，偶然とは考えられない。
さらなる例で特徴的なものを以下の表に挙げる。『教訓お伽噺』がどれ
だけ和田垣・星野訳と符合するのかは，ウェーナート版（英語訳）および
グリムのオリジナルとの比較で明らかとなる。
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こうした一致は，比喩表現にもみられる。巌谷小波編の「目と手と心臓」
（【三人の軍医】KHM１１８）には，軍医が自分の技を自慢する様子が「天
やう
狗の様に鼻を高くして」（１３９頁）と表現されている。これらも和田垣・星
野の「三人軍医」とほぼ同じ表現であり，グリム版にもウェーナート版に
もみられないものである。その他「犬殺し」では，表に示したように，犬
の仇を討つ「雀」が，和田垣・星野と同様に「燕」に変えられているだけ
ではない。犬を轢き殺した御者の運命が酷似している。最後の場面を比べ
てみよう。
グリム：御者は，妻におのを渡して「俺の口の中の鳥を打ち殺してくれ」と言
いました。妻は打ちつけますが，失敗してちょうど御者の頭を打ってしまったの
で，御者は倒れて死にました。雀のほうは飛び出して，逃げました。（第６版１６Bd．１
S．３５０）
巌谷編：只一匹の犬を殺したばかりに，明日から乞食同然の身となり，獣にも
劣る様な暮しをしましたとさ。（３１２頁）
和田垣・星野訳：ただ 犬一匹殺したばかりで，一生人間界から追ひ出されて，
獣にも劣る乞食となつて世を渡りましたとさ。（１３０頁）
妻が誤って夫を殴り殺す残酷な場面がなくなるかわりに，「乞食」とい
う言葉が使われていることが，和田垣・星野の翻訳と一致している。ウェ
ーナート版は，上記の引用部はグリム版をほぼ忠実に英語にしている。
このようにテクストを比較すると，『教訓お伽噺』には遡るとグリム童
話（と聖者伝）だと考えられる話が４２話あり，そのうち実に３７話が和田垣
・星野訳に（部分的であれ）酷似している。和田垣・星野訳は忠実な翻訳
ではなく，彼らが大胆に変更した箇所が巌谷編の話のうち３７話で一致して
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巌谷小波編タイトル 和田垣・星野訳タイトル KHM番号 グリム童話タイトル
１ 十二王子 ――（なし） KHM９ 十二人の兄弟
３ 大大根 ３３ 大きな大根 KHM１４６ かぶ
５ 魔法の先生 ２１ 魔法傳授 KHM６８ 泥棒とその親方
６ 雪の苺 １１ 森の小人 KHM１３ 森の中の三人の小人
１０ 旅人の不注意 ４１ 急がば廻れ KHM１８４ くぎ
１１ 大力男 ５５ 大男 KHM９０ 若い大男
１４ 奇妙な音樂者 ２ 藝は身を助く KHM２７ ブレーメンの音楽隊
１７ 生命の葉 １５ 蛇の葉 KHM１６ 三枚の蛇の葉
２０ 三つの難題 ５８ 奇問奇答 KHM１５２ 牧童
２２ 奇態な骨笛 ４ 骨の笛 KHM２８ 歌う骨
２４ 貧者の望み ２５ 三つの願 KHM８７ 貧乏人と金持ち
３０ 白蛇の肉 １ 白蛇 KHM１７ 白い蛇
３１ 大根の葉 ４９ 惡魔の寳 KHM１８９ 百姓と悪魔
３２ 目と手と心臓 ３０ 三人軍醫 KHM１１８ 三人の軍医
３７ 犬若殿 ３ 犬の言葉 KHM３３ 三つの言葉
４３ 十三の宮 ８ 悔い改めよ KHM ３ マリアの子
４５ 狐は下男 ――（なし） KHM７３ 狼と狐
４６ なまけ夫婦 ３４ なまけ夫婦 KHM１６４ なまけ者のハインツ
４７ 物臭くらべ ３５ 物臭王子 KHM１５１ 三人のなまけ者
５４ 正直の靴 ５４ 正直靴屋 KHM３９－１ 小人たち
５６ 黄金の魚 ２４ 黃金丸 KHM８５ 金の子どもたち
５７ 獅子釣り ――（なし） KHM１３２ 狐と馬
６１ 魔法の腕輪 ３２ 腕輪の功 KHM１２１ 恐いもの知らずの王子
６６ 恵みの鍋 ５６ 惠みの肉汁 KHM１０３ おいしいお粥
７２ 末の王子 ２０ 三つの羽毛 KHM６３ 三枚の鳥の羽根
７４ 金の鍵 ４５ 孝行の KHM２００ 金の鍵
いるのである。それらはドイツ語の原典もしくは英語のウェーナート版を
直接翻訳したならば，似ることは考えられない性質のものである。
『教訓お伽噺』所収の話で，遡るとグリム童話（と聖者伝）だと考えら
れる４２話のタイトルと，それに対応する和田垣・星野訳のタイトル，およ
び『グリム童話集』でのタイトルの日本語訳を，資料としてここに載せる。
（下線は筆者による。算用数字は，それぞれの巻における収録番号を示す。）
『教訓お伽噺』のタイトルの下線部は特に，グリムの原典よりも和田垣・
星野訳に近いことを示している。
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７５ 鶏と鎌と猫 ２２ 三つの寳 KHM７０ 三人の幸せ者
７８ 血瓶の室 ３８ 鳥娘 KHM４６ フィッチャーの鳥
８３ 犬殺し １６ 燕の仇討 KHM５８ 犬と雀
８４ 胡弓の徳 ３１ 大膽な男 KHM１１４ 賢いちびの仕立て屋
８６ 慾の石炭 ４８ 黃金の石炭 KHM１８２ 小人の贈り物
８８ 鵞鳥料理 ２３ 氣のきいた料理番 KHM７７ 賢いグレーテル
９９ 麦の穂 ５７ 麦の穗 KHM１９４ 麦の穂
１０１ 鴨の念仏 ２８ 狐と鴨 KHM８６ 狐と鵞鳥
１０６ 至当の罰 ５２ 葉の杖 KL６１７ 三本の緑の枝
１１４ 黄金の靴 ２７ 眞珠姬 KHM２１ 灰かぶり
１２３ 狼の失策 １０ 狼と人間 KHM７２ 狼と人間
１３９ 赤い帽子 （７ 赤帽さん） KHM２６ 赤ずきん
１４５ 鶯の御殿 ２９ 熊と鶯 KHM１０２ みそさざいと熊
１４６ 智慧ある犬 １４ 犬の心 KHM４８ ズルタンじいさん
１４８ 老兵士 ５０ 勇敢なる兵士 KHM１９９ 水牛の革の長靴
１４９ 小雪姫 ――（なし） KHM５３ 白雪姫
念のため，逆の可能性も考察しておく必要があるだろう。和田垣・星野
が巌谷編の翻訳を利用した可能性である。巌谷小波には非常に多数の著作
があるからだ。「明治十九年から没年（昭八）まで四十八年の間，新聞，
雑誌に発表した作品は三千四百余篇」あり，「そのうち単行本として出版
したのは四百余冊」１８だという。そのため，著作年表に漏れている版が存
在する可能性――『教訓お伽噺』が何らかの形で１９０９年以前に出版された
可能性――もあるかもしれない。ただし『教訓お伽噺』にはイソップとグ
リムがランダムに掲載されており（上記の表から，「グリム童話」に付け
られた番号が連続していないことが分かる），出典の明記が一切ないため，
グリム童話のみを抽出するのは容易ではない。和田垣も星野もグリム童話
研究に携わっていたわけではないので，困難な抽出作業をしたとは考えに
くい。和田垣・星野訳『家庭お伽噺』にはイソップの話が一話も紛れ込ん
でいないのは紛れもない事実である。『教訓お伽噺』のほうが何らかの形
で先に発表され，それを和田垣・星野が参照したとは考えられない。
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１．５．巌谷小波編『教訓お伽噺』の特徴
『教訓お伽噺』の３７話では，和田垣・星野の翻訳がそのまま使われてい
るわけではない。
グリムの【歌う骨】（KHM２８）では，大きく強い「猪」を退治した者
に姫を与える，という御触れが出される。和田垣・星野訳でも「大きな猪」
だが，巌谷編の「奇態な骨笛」では，「大猿」となっており，挿絵にも猿
が描かれている。ならば，この話は小波が独自に翻訳したのかというと，
やはり和田垣・星野訳の影響もみられる。弟が猪（大猿）退治に成功する
が，妬んだ兄が弟を殺害し，手柄を横取りする。兄の悪事を暴露するのが
弟の骨から作られた笛で，グリム版では次のように笛が歌う。「兄が私を
殺して／橋の下へ埋めた。／猪を横取りした／王様の娘を手に入れるため
に」（第６版 Bd．１S．１７４）ウェーナート版では，埋められるのは「橋」か
ら「砂と石」の下に変わっているが，手に入れるのは ladyで（S．１０２），
王の娘を意味している。和田垣・星野訳では，「私を殺したその人は／兄
さんだ，兄さんだ，／猪ころしたその人は／私だ，私だ，／お國をもらつ
たその人は／兄さんだ，兄さんだ」（２０－２１頁）である。巌谷編のテクス
トでは「罪なき此の身を殺したは，／現在自分の兄さんだ，／あの大猿を
仕止めたは，／今は骨なる此の身です。／手柄も無くて國とつた，／兄の
仕打がうらめしや」（１０６頁）である。手に入れたのが「國」であるところ
が，和田垣・星野の訳への依存を暗示している。巌谷編のテクストにおい
ては，「うらめしや」という気持ちも歌われ，展開されてはいるが，根底
には和田垣・星野のテクストの影響が見える。その他にも話の最後も似て
いるために，これも上記の酷似する点のある３７話に含めた。
「白蛇の肉」（KHM１７）も特徴的である。グリムでのアヒル（カモ）が，
和田垣・星野訳，巌谷編ともに鵞鳥に変わっていることは，本稿１．４．節の
表で示した。この話では，白い蛇の肉を食べると動物の言葉が理解できる
むし
ようになる。巌谷編には「鳴く鳥の言葉でも，飛ぶ蟲の言葉でも，まるで
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人間のと同じ様に，ありありと解るのです」（１３０頁）とある。「飛ぶ蟲の
言葉」というのは，グリムにもウェーナートにもないが，和田垣・星野の
翻訳テクストの表現（２頁）と同じである。その他，グリム版でもウェー
ナート版でも，アリは「踏みつぶさないでくれ」と頼んでいるだけだが，
巌谷編のテクストでは「蟻が飢えて動くことが出来ぬと云ひますから，自
分が食べやうとしたパンをやつて，其命を救つてやり」（１３２頁）とあり，
どのように蟻を助けたのかが詳しく描写されている。和田垣・星野訳には
「或る時は，蟻の命を救ひ」（４頁）としかなく，詳細は書かれていない。
『教訓お伽噺』の詳しい描写はオリジナルのようである。
「金の鍵」（KHM２００）も同様の例である。この話で少年は，小さな鉄
の箱を見つけ，それを開ける。グリム版は「私たちは少年が蓋を開けてし
まうまで待たなくてはなりません。そうすればどんな素敵な物が中に入っ
ているか分かるでしょう」という言葉で話が終わり，中身は読者の想像に
ゆだねられる。このオープンエンディングの話の最後に，和田垣・星野は
「なんでもこの子は，その後，村中一番の福々長者になつたと云ふときき
ました」（２５９頁）という一文を付け加え，明らかなハッピーエンドに変え
た。巌谷編のテクストには「中からは山吹色のお金が，しかも一ぱい出ま
した」（２８２－２８３頁）と，さらに中身が具体的に描かれている。原典では，
主人公の少年は「貧しい」と規定されているのみであったが，和田垣・星
野が「孝行」という属性を付与し，少年を最後に金持ちにしたのだが，こ
れが巌谷編でも踏襲され，さらに描写が加えられたとみられる１９。
１．６．「鵞鳥料理」
「鵞鳥料理」は３７話のうちのひとつであり，巌谷小波による独自の翻案
というより，和田垣・星野が自由に翻訳したテクストが利用されたものと
考えられる。料理人がつく嘘の中にそのことが如実に現れている。客が逃
げ去るように仕向けるために，料理人は何というかを比べてみよう。
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じつ
巌谷編：「イヤ實は何です。内の主人は人間の耳が……牛の舌よりも旨いとかで，
あなたがた れい
貴方方に鵞鳥を差し上げて，其のお禮に耳を貰ふと云つて居ました」（３３１頁）
じつ
和田垣・星野訳：「實はうちの主人は，人間の耳は，牛の舌よりも美味いとかで，
あなた れい
貴方がたに鵞鳥をおごるかはりに，耳をお禮に貰ひたがつて居ます」（１７０頁）
「牛の舌よりも旨い」という表現は，グリム版にもウェーナート版にも
ない。主人があなたの両耳を切ろうとしているから逃げろ，と（虚偽の）
忠告をするだけである。そもそも耳を切る目的については説明がない。
この話は広い地域で語られており，国際昔話話型では AT１７４１「司祭の
客と盗み食いされた鶏」２０に分類されている。『昔話百科事典』によれば，
ヨーロッパから中東，アジア，インド，アフリカに笑話として流布してい
る２１。「一つでいいから」というのが二通りの意味で解釈されるところに
笑いが生まれる。二つある部位であれば語りとして成り立つため，耳の代
わりに睾丸の場合もある。
グリム兄弟が書いた「賢いグレーテル」への注釈には，パウリ（Johannes
Pauli）の『冗談とまじめ』（１５２２年）第３６４話「料理女が二羽のロースト
チキンを平らげたこと」が類似の話であることが指摘されている２２。グリ
ム兄弟は，こうした語りの系譜上にあることを理解した上で，この話を採
用したのである。ところが，和田垣・星野が「鵝鳥」に変えた上に，客を
二名に増やし，鵞鳥三羽を焼かせることに変えた。二名の客がそれぞれ一
羽ずつ持ち去るという設定となったが，それでは主人が食べる分の一羽が
残るはずであり，主人が客を追いかける理由が弱い。AT１７４１のタイプの
話の笑いのポイントである「一つでいいから」という言葉は，ひとりの客
が二羽とも持ち去るからこそ出てくる言葉である。邦訳では一羽ずつ二名
が持ち帰っているため，この言葉は削除されている。これらの変更は全て
和田垣・星野が行ったもので，それが巌谷編のテクストでも同じなのであ
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る。では料理人の性別はどうだろうか。和田垣・星野の「氣のきいた料理
番」を見てみよう。
が てう
そのときお抱への料理番に言ひつけて，鵝鳥を三匹料理させました。料理番は，
日頃の手なみをふるつて，言ひつけられた通り鵝鳥の料理にとりかかりましたが，
出來上がつて見るといかにも美味さうで，自分ながら喉がぐびぐびして來ました
ので，エエままよ，とこつそり皆食べてしまつて，そしらぬ振をして居ました。（１６９
－１７０頁）
本文には性別の明記はないが，喉がぐびぐびする，三羽とも鵞鳥を食べ
てしまうという箇所は，男性を想像させる。巌谷編のテクストでは「食っ
てやれ」という言葉もあり，男性らしさが増している。こうして，挿絵（図
１）に男性の姿が描かれたのである。
巌谷編の「鵞鳥料理」は，このように姿を変えてはいるが，遡っていく
と，和田垣・星野の翻訳，ウェーナート版英語訳，さらにはグリム童話【賢
いグレーテル】に行きつくと考えられる。
２．『教訓お伽噺』の編者について
２．１．和田垣・星野訳『家庭お伽噺』にない話
前節で指摘したように，『教訓お伽噺』は何らかの形で和田垣・星野訳
『家庭お伽噺』を利用しているようにみえる。これはどういうことなのだ
ろうか。
星野久成に関しては，英語教育に携わっていたこと以外にはほとんど情
報がないが，和田垣謙三（１８６０－１９１９年）は著名な経済学者で巌谷小波と
面識があった。小波が１８歳の時に洗礼を受けたのが番町教会で，ここで二
人がしばしば顔を合わせていたことが，小波の明治２０年代の日記に書かれ
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ている。明治２１年４月２０日には，ドイツ人ヘーリングの説教を通訳する予
定の和田垣が来られなくなり，小波が急きょ代役を務めている２３。しかし
ながら『教訓お伽噺』が刊行された明治４０年代の二人の関係は不明である。
『教訓お伽噺』のうち４２話はグリム童話（と聖者伝）に遡ることができ
るが，本稿の考察から，そのうちの３７話は和田垣・星野の翻訳に良く似て
いることが分かった。本節では残りの５話に焦点をあてる。
その５話のうち４話は，「十二王子」（KHM９），「獅子釣り」（KHM１３２），
「狐は下男」（KHM７３）「小雪姫」（KHM５３）で，これらは和田垣・星野
は訳出していない。残る１話は「赤い帽子」（【赤ずきん】KHM２６）で，
和田垣・星野も「赤帽さん」として訳出しているが，そこでは話は悲劇的
に終わっており，赤ずきんと祖母は狼に呑み込まれたまま助からない。和
田垣・星野がウェーナート版を底本としたためである２４。巌谷編の「赤い
帽子」では，グリム版と同様に猟師が登場し，狼の腹を切り裂いて赤ずき
んと祖母を助け出しており，他にも和田垣・星野訳の特徴との一致点はみ
られない。
この５話を考察するにあたり，巌谷小波の著作年表を確認してみたい。
昭和女子大学近代文学研究室作成の巌谷小波の著作年表２５には，『教訓お
伽噺』は明治４４年１２月３１日刊行，『教訓お伽夜話 前編』大正８年９月１５
日刊行と掲載されている。ところが，弟子の木村小舟が作成した「小波お
伽噺著作年表」２６や，巌谷の四男（大四）が著した伝記２７の巻末「年譜」に
は両書とも記載されていない。多作の小波にとって，これらは代表作では
ないという意味なのだろうか。「意外の好評を博して，版を重ぬること五
六回」，再編集して『教訓お伽夜話 前編』を出したにしては，そうした
扱いは少々腑に落ちない。
厳谷大四が作成した「年譜」には，『教訓お伽噺』が刊行された明治４４
年に，「十二月，パラチフスに罹り，病臥のまま越年」２８とある。罹患し
たのは１２月２日らしい。その年も多忙を極めたのだろう。『教訓お伽噺』の
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巻頭に小波自身が次のように書いている。「編者は恰も此の書の校正中，
重患に罹つて執筆が出來なくなつた。仍て前々から本書の編輯にたづさは
つて居る木村小舟子に命じて，ただ思ふ所だけを記さしめた」（下線は筆
者）。ここで木村小舟が携わっていたということがヒントとなる。確かに
『教訓お伽噺』には，表紙にも「巌谷小波編」とあり，「訳」とは表記され
ていない。翌年に刊行された「姉妹篇」の『教訓お伽噺 東洋之部』（博
文館）の巻頭の「凡例」にも，「本書の執筆は，前篇同様木村小舟子の手
になつたものが多い」（下線は筆者）とある。つまりは，「西洋」「東洋」と
もに木村小舟が主に担当したということのようだ。
２．２．木村小舟
次に「木村小舟著作目録」を見てみると，『教訓お伽噺』と『お伽夜話』
が共に著作として挙げられている２９。木村は，自らの著作リストを作成す
るにあたって次のように述べている。「今手許に扣本のない為に，私自身
にも忘れられたものもあろう。又他人名義になっているものも少なくない
し，殊に先生（巌谷小波）の補助をして，筆を執ったものもある」３０。こ
うした情報を考え合わせると，『教訓お伽噺』の本文を主に担当したのは
木村小舟だと推測できる。著名な巌谷小波の名前を前面に出すというのは，
出版社の意向としても容易に想像できる。
岐阜に生まれた木村小舟（本名 定次郎１８８１－１９５５年）は，代用教員を
しながら雑誌への投稿をしていたが，彼の才能を見出したのが博文館の主
筆を務めた巌谷小波であった。木村は１９００（明治３３）年に博文館に入社し，
木村小舟という筆名を使い始める。これは巌谷小波と，挿絵画家の武内桂
舟から一文字ずつをもらった名前である３１。
博文館の雑誌『少年世界』は毎号，巻頭に小波の「お伽噺」を掲載して
いたが，先行研究によれば，小波の渡独中（１９００－０２年）に代筆が行われ
ており，１９０１（明治３４）年の７巻１号に小波作として掲載された「牛長者」
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は，実際には木村が書いたものだという３２。
木村といえば，グリム童話の日本での受容にも名前が登場する。１９０８（明
治４１）年に博文館から『教育お伽噺』を出しているのである。これに関し
ては，中山淳子による示唆的な指摘がある。「木村小舟の『教育お伽噺』の
十四話の部分は，ほとんどこの日本語訳からの書き直しであることは，タ
イトルを見ただけでもわかる。「狼と七匹の子山羊」，「見鳥」，「ホルレー
夫人」，「穀物の穂」は『第一学年』日本語訳とまったく同じである。」３３
この日本語訳とは，ドイツのラインらが著した『小学校教授の理論と実際』
を波多野貞之助と佐々木吉三郎が翻訳した『小學校教授の實際』３４で，木
村小舟はこれを利用しているのだ。それは「グリム十四話のタイトルにも
明らかで，波多野らの訳に多少加筆した程度で踏襲している」３５。こうし
てタイトルも含めて踏襲するという行為は，本稿の考察にとっても非常に
示唆的である。というのは，前節で指摘したように，巌谷編『教訓お伽噺』
と和田垣・星野訳『家庭お伽噺』との関係と良く似ているからだ。
そして，和田垣・星野の翻訳との類似点がない５話のうち，「赤い帽子」
「小雪姫」「狐は下男」は，三年前に木村小舟の『教育お伽噺』にも掲載さ
れている。まずは「赤い帽子」をみてみよう。
巌谷編：むかしむかし一人の女の子が，田舎に居るお婆さんの，誕生日のお祝ひ
に，お菓子と葡萄酒とを持つて，野原や森や山の彼方のお婆さんの家へ出かけま
したが（４５０頁）
木村小舟：或る田舎に紅帽子と云ふ，可愛らしい小娘がありましたとさ，或る日
のこと，紅帽子のお母さんは紅帽子を呼んで云ひますには『コレ紅帽子や，ここ
にネお菓子箱があるから之を祖母さんの所へ持つて行つてお上げ，今日はお前の
好きな祖母さんの誕生日だから，之をお前が持つて行けば祖母さんはどんなにお
喜びになるだらう』（４５頁）
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グリム版では，祖母の「誕生日のお祝い」という記述はなく，病気の祖
母を見舞う。巌谷の「紅帽子」には「誕生日」という表現がある。巌谷編
のテクストは，全体として短いが，木村の「紅帽子」に似ている。木村の
テクストには「葡萄酒」は出てこないが，先行する『小學校教授の實際』
の「紅井帽子」では，母親は娘に菓子と葡萄酒を持たせている３６。木村が
『教訓お伽噺』を編纂するにあたって，『小學校教授の實際』を再度参照し
たのかもしれない３７。
巌谷編『教訓お伽噺』「狐は下男」（KHM７３）も同様に木村の「狼と狐
との話」を短くした話のようだ。木村はこれにも『小學校教授の實際』を
利用したようだが，そこでの誤訳（もともとは誤植の可能性もある）がそ
のまま巌谷編の「狐は下男」まで残されている。狼が食べるのは「子山羊」
だが，その母親は，邦訳の三つのテクストではみな「羊」となっているの
である。
「小雪姫」も，同様に木村の『教育お伽噺』から採られたとみられる３８。
タイトルは異なり「雪姬物語」であるが，本文中では姫の名前は小雪姫と
なっており，内容もほぼ同じである。ただ，「小雪姫」は『小學校教授の
實際』には掲載されておらず，木村の『教育お伽噺』の「雪姬物語」の出
自（翻訳の経緯）は不明である。
こうして，『教訓お伽噺』で和田垣・星野の翻訳と関係のない５話のう
ち，以上の３話においては，木村小舟の先行書『教育お伽噺』のテクスト
を利用したとみられる。残る２話「十二王子」および「獅子釣り」の出自
や翻訳の経緯は今回の調査では明らかにできなかった。これに関しては今
後の課題としたい。
最後に補足しておくと，木村の先行書『教育お伽噺』には，上述の３話
の他にも『教訓お伽噺』と共通する話がある。「恵みの鍋」「麦の穂」「奇
妙な音樂者」が，「粥の海になつた話」「穀物の穗」「市街音樂者」という
タイトルで収められている。しかしながら『教訓お伽噺』の話は，和田垣
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・星野の翻訳に近い。なかでも「恵みの鍋」は，和田垣・星野がかなり大
胆に話に手を加えているため，これが利用されたことを暗示している３９。
『教訓お伽噺』にはイソップ寓話も掲載されているが，グリム童話に関
しては，和田垣・星野の翻訳テクストとの一致点が多いことを，本稿の前
半部で示した。本稿の後半部では，『教訓お伽噺』を主に手がけたのは木
村小舟とみられる根拠を示した。木村小舟は，病弱で正式な学校教育を受
けておらず，その語学力は不明という４０。そして，木村が手掛けた（と考
えられる）「お伽噺集」は二冊とも，不自然なほどに先行する邦訳書との
一致点が多い。こうした採用の仕方は，もしも著者の許諾を得ていないの
であれば現在の著作権には抵触するが，明治期には，挿絵だけでなく，テ
クストまでもが自由に利用されていたことを示している。
おわりに グリム童話の受容――「グリム童話」翻訳とは？
巌谷編の「鵞鳥料理」は，るとグリム童話にたどりつく。あまりにも
話が変わっているために，これを「グリム童話」の翻訳とみなすべきかと
いう問題が生じる。そもそもこうした問題は，日本に限ったことではなく，
グリム童話の翻訳受容を研究する際に対峙せざるを得ないものである。グ
リム童話は，翻案からパロディやマンガまで様々な形でも受容されている
ため，どこまでを対象とするかを考えなくてはならない。極端な形で対応
したのが，フランスのグリム童話翻訳を論じた Ochsの研究である４１。
Ochsは『グリム童話集』のフランス語翻訳のうち，「匿名での翻訳」「一
話のみの翻訳や１００頁以下のもの」「明らかな翻案」「ペローやアンデルセ
ンとともに刊行されたアンソロジー」を排除することによって，明確な線
を引いている。論文としての一貫性はあるものの，広く読まれた形でのグ
リム童話翻訳が対象から排除されてしまっている。それにより見えてくる
ものは何であろうか。グリム童話のフランスでの受容というよりも，限定
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された翻訳論となっている。
総じて明治期にはかなり変容された形でグリム童話は受容されていたが，
どこまでをグリム童話とみなすかという問題は残る。『教訓お伽噺』も『家
庭お伽噺』も原典とはだいぶ異なる姿となっているが，実際にどちらも好
評を博し，何度も再版されている事実がある。本稿で『教訓お伽噺』の経
緯を考察したのは，グリム童話の日本での受容の一端をたどるためである。
注
１ 巌谷小波編『学校家庭 教訓お伽噺 西洋之部』博文館，明治４４年。本稿の引用で
は，以下は頁数のみを明記する。なお「々」以外の踊り字は使用せず，改行も適宜省
略した。
２ 本稿では，明治期の邦訳タイトルと区別するため，『グリム童話集』でのグリム兄
弟によるオリジナルのタイトルの和訳は【 】で示す。慣例に従い，『グリム童話集』
（Kinder- und Hausmärchen）の各話に，第７版（１８５７年）での収録番号を KHMとと
もに示す。
３ 明治２０年代の翻案作品については以下を参照。長澤修一「巌谷小波の翻案世界―明
治二〇年代をめぐって」『梅花女子大学文学部紀要 比較文化編』第５号，２００１年，１
－２４頁。
４ 上田敏郎『巌谷小波とドイツ文学 ＜お伽噺＞の源』大日本図書，１９９１年。
５ １１歳の時に，留学中の兄が送ってくれたという。当初は絵を見て楽しんだようだが，
小波の日記には，明治２０年２月１２日他に「オツトーメルヘン読む」などの記述がある。
桑原三郎監修『巖谷小波日記［自明治二十年至明治二十七年］翻刻と研究』慶應義塾
大学出版会，１９９８年，８頁。
６ ３４９－３５１頁。挿絵は別の画家が担当しており，図１のように料理人ではなく，鵞鳥
が描かれている。『教訓お伽夜話 前編』に新たに加えられたのは，アンデルセンの
話である。
７ 川戸道昭他編『児童文学翻訳作品総覧 第４巻 ドイツ編』大空社，２００５年所収。
８ ７２５頁。小波は著作が多いため，ここでは少々混乱した記述となっている。書名は
明治４４年の『教訓お伽噺』となっているが，刊行年と各話のタイトルは『教訓お伽夜
話』による。本稿ではここに「グリム童話」として取り上げられていないことに着目
した。
９ これは『グリム童話集』の１８５７年第７版（グリム兄弟自身が手掛けた最後の版）よ
り前に刊行されている。１８５０年の第６版をもとに翻訳されたとみられる。以下を参照。
西口拓子「澁江保訳『西洋妖怪奇談』の挿絵と底本について――挿絵からみた明治期
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グリム童話翻訳」『専修人文論集』第９２号，専修大学学会，２０１３年，１４３－１６４頁。本
稿では，グリム童話のオリジナルテクストに言及する際には，第６版と第７版の両方
を参照している。Wehnert版は筆者蔵の以下の版から引用する。Household Stories.
Collected by the Brothers Grimm. With Two Hundred Illustrations by E. H. Wehnert.
London. 刊行年は推定１９００年前後である。
１０ 西口２０１３年参照。西口拓子「和田垣謙三・星野久成訳『グリム原著 家庭お伽
噺』――底本と翻訳」『専修人文論集』第９９号，専修大学学会，２０１６年，４５１－４７７頁。
１１ 中山淳子『グリムのメルヒェンと明治期教育学』臨川書房，２００９年，１１７頁。
１２ 西口２０１６年参照。
１３ 西口２０１６年参照。
１４ 本稿での引用は，和田垣謙三・星野久成訳『グリム原著家庭お伽噺』（第１８版，小
川尚栄堂，１９１９年）による。以下は頁数のみを明記する。
１５ 西口２０１６年，４６４－４６６頁。
１６ Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder Grimm. 6. Aufl. 2 Bde. Göt-
tingen 1850.
１７ KLは，「子どものための聖者伝」を指す。『グリム童話集』第７版には巻末に１０話
の「子どものための聖者伝」が掲載されている。
１８ 昭和女子大学近代文学研究室『近代文学研究叢書 第３５巻』昭和女子大学近代文化
研究所，１９７２年，１３９頁。
１９ グリム版もウェーナート版のタイトルも【金の鍵】だが，和田垣・星野は「孝行の
徳」とした。巌谷編では「金の鍵」となっているのは，本文中に金の鍵が出てくるた
めだろう。その他の話においては，和田垣・星野のタイトルの影響がみられる。本稿
第１．４．の表参照。
２０ アールネが作成しトンプソンが改訂した話型番号。Thompson, Stith: The Types of
the Folktale. A Classification and Bibliography. Helsinki 41981.（FFC No.184）ドイツ
のウターによる改訂版（２００４年，改訂版２０１１年）がある。邦訳は『国際昔話話型カタ
ログ』ハンス＝イェルク・ウター著，加藤耕義訳，小澤昔ばなし研究所，２０１６年。AT
１２００－１９９９番は，「笑話と逸話」に付けられた番号であり，これは明らかに笑話であ
る。
２１ Kooi, Jurjen van der: Priesters Gäste. In: Enzyklopädie des Märchens. Hrsg. v. Kurt
Ranke u. a. Berlin 1975ff., Bd.10. S.1308-1311, hier S.1309.
２２ Rölleke, Heinz（Hrsg.）: Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder
Grimm. Stuttgart 2006, Bd.3. S.138.『冗談とまじめ』名古屋初期新高ドイツ語研究会
訳，同学社，１９９９年参照。
２３ 桑原１９９８年，４５頁。巌谷大四『波の跫音 巌谷小波伝』新潮社，１９７４年，４６頁。
２４ 西口２０１６年，４７０－４７１頁参照。
２５ 昭和女子大学近代文学研究室１９７２年，８４頁，１０８頁。
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２６ 木村小舟編『小波作・桂舟画 明治のお伽噺』（上下巻）小学館，１９４４（昭和１９）年。
「小波お伽噺著作年表」は下巻に所収。武内桂舟（１８６１－１９４３年）は挿絵画家である。
２７ 巌谷大四１９７４年。
２８ 巌谷大四１９７４年，２６７頁。
２９ 飯干陽『木村小舟と『少年世界』』（あずさ書房，１９９２年）巻末の「木村小波著作目
録」参照。同様に本文中（１６頁）でも，両書が木村小舟の著作として掲載されている。
３０ 半自叙伝『足跡』の中の言葉。飯干（前掲書）からの引用。飯干１９９２年，１５頁。
３１ 木村は『足跡』に次のように書いている。「少年世界の巻頭に，いつも小波桂舟と，
並び掲げられてあるのを見て，此の両先生から一字づつ，無断借用したに過ぎない」
（飯干１９９２年，３３頁。）
３２ 藤本芳則「『少年世界』の小波お伽噺――渡独までを中心に」大阪国際児童文学館
『国際児童文学館紀要』２３号，２０１０年，１－１５頁。１３頁参照。
３３ 中山 ２００９年，７５頁。
３４ ヴェー・ライン等著『小學校教授の實際 第一学年の部』波多野貞之助，佐々木吉
三郎訳，同文館，明治３５年。原書は “Theorie und Praxis des Volksschulunterrichts nach
herbartischen Grundsätzen. Das erste Schuljahr” bearbeitet von Wilhelm Rein, A.
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